
超薄板ガラスを用いたフレキシブル有機EL

Flexible OLEDs on Ultra-thin Glass

ロールtoロール（R2R）法によって透明電極付き超薄板ガラス基板を作製し、この基板を用い
て有機ELデバイスを作製する技術を、日独連携で開発しています。

◼ 日本電気硝子製超薄板ガラスG-Leaf®を使用
・ 厚さ50μmによる柔軟性, ロールtoロール（R2R）プロセス可能
・ ガラス基板の本質的な特長（ハイガスバリア, 表面平坦性,  温度安定性, 化学安定性, サイズ安定性等）
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主な技術成果

◼ 厚さ50μmの超薄板ガラス上にフレキシブル有機デバイス作製
・フォトリソフリープロセスにより透明電極と補助電極をロールtoロール（R2R）プロセスで形成
・超薄板ガラスにダメージを与えない有機ELデバイスの独自カッティング技術

◼ ・超薄板ガラスに対応したフレキシブルラミネート封止技術
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